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低次元系における幾何学的フラストレーションと量子揺らぎの競合は興味深い現象を生み、現

在も精力的に研究されている。中でも、三角槙子Sニ 1/2ノ、ィゼンベルグ模型の基底状態はスピ

ンが1200構造を持つ状態なのか[町、それともスピン液体状態なのか [2]は未解決の問題である。

また、両者の競合によって初めて実現する磁化の 1/3プラトーという現象も研究されている [3ヲ4]0

一方、光学務子中性原子気体系は系の温夏、格子の形状、ポーラリゼーション、接触椙互作用の

大きさ等を変えられるため、議々な国体をシミュレートできると期待されている向。そこで、光

学格子系で三角搭子s= 1/2ハイゼンベルグ模型が実現できれば上記の基底状態、の問題に決着を
つけることができると期待できる。しかし、光学格子上のフェルミ原子はノ1ノ号ード模型で記述さ

れるため、 s=1/2ハイゼンベルグの実現方法は自明ではない。
上記の問題を藍み、我々は、トラップされた 3-1eg三角光学塾子系を密度行列繰り込み群法で解

析した。その結果、粒子間接触相互作詞が十分に大きい場合、トラップの中心部分にモット・コ

アが存在し、そのスピン自由度がs=1/2ハイゼンペルグ模型と詞等に振る舞う事を発見した(図
l(a))。特に、系全捧のポーラリゼーシヨンpを変化させると、モット・コア内の磁北Mが国l(b)

の議に変化し、 1/3プラトーが晃られることが分かった。詩来三角光学搭子が実現した際に、この

1/3プラトーの観測が三角格子ノ、ィゼンペルグ模型実現の指標となると顛詩できる。
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図 1:(a)電荷密度とスピン密度(3x34サイト，p=0.3) (b)pとM O)関採
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